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第３章 公共サイン整備ガイドライン【基本基準編】 

市が整備するサインで基本となる基準です。サインの配置や設置基準、設置高さや大きさ、表示

方法等について整理しました。 

 

3-1 公共サインの種類 

本計画で対象とする公共サインとは、本市が設置するもので、本市を訪れるすべての来訪者（在

住者も含む）を、公共公益施設や主要観光地などの目的地へ、安全で円滑に誘導案内するために

必要と思われるサインと、史跡や景勝地の解説など観光案内上必要と思われるサインとします。 

 

（１）総合案内サイン：行動起点（鉄道駅、バスターミナルなど） 

・広域や周辺の総合的な案内、誘導情報を提供する機能を

有します。 

・駅周辺には、多くの情報や案内サインの掲出が考えられ

るため、出来る限り集約し、周囲の景観を損なわないよ

うに配慮します。 

 

（２）周辺案内サイン：主要な交差点や分岐点など 

・主要な交差点や分岐点付近に配置します。 

・行動起点から目的地まで、効率的に誘導出来るように、

必要に応じて誘導サインを組み合わせたサインの配置を

検討します。 

 

（３）誘導サイン：分岐点など 

・目的地まで各々のサイン間隔が長い場合や誘導ルート上

に分岐点がある場合は、確認（利用者の迷い防止）のた

め誘導サインを配置します。 

 

 

 

（４）施設案内サイン：施設周辺など 

・対象となる施設周辺に設置し、対象物の景観や歩行者動

線等を阻害しないような位置に配置します。 
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3-2 配置・設置基準 

（１）公共サイン配置基準 

道路等屋外に設置する誘導案内のための案内サインと誘導サインについて、サイン施設整備に

おける計画段階での配慮点を定めます。 

位置サインについては、前項までの基準をふまえた表示面の大きさ・高さ・設置方向を検討し、

各施設の敷地や建物形状等の状況に応じて設置することが必要です。 

 

（２）共通基準 

①サイン配置 

・一般に、情報が無い状態で人が不安なく歩ける距離は、おおむね 150～300ｍといわ

れています。移動している利用者に情報を提供するために、人の移動パターンに配慮し、

適切な位置に必要とする情報を配置します。 

・サイン配置基準とは、利用者が目的地までスムーズかつ安心して移動出来るようにする

ため、それぞれのサインが連携して情報を提供する基準のことをいいます。 

・公共施設等を案内したり誘導するサインは、行動起点（駅や駐車場等）から目的地（施

設）までの動線上（道路等）に設置し、これらが連携し、効率的に機能することが求め

られます。 

 

②サイン配置のポイント 

・歩行者の案内、誘導の流れは、行動起点から目的地までの段階的な誘導に合わせ、必要

なサインを適切に設置します。 

・利用者の視点から、不安や迷いを感じさせないように配置します。 

・必要最小限の公共サインを設置することとします。 

・原則として目的地までの最短ルートを設定しますが、道路状況や地域性、バリアフリー

等を考慮して安全でわかりやすいルートを優先的に設定します。 

・地域性や道路整備の状況、施設の配置状況に応じて適切に配置し、周囲の景観に配慮し、

過剰な設置とならないようにします。 
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③配置の基準 

・主要な駅やインターチェンジなど、利用者が迷わず情報を得られるよう配置します。 

・主要な観光施設、公共施設への誘導について、駐車場までの誘導（自動車対応）と、徒

歩による回遊の誘導に分けて配置を検討します。 

・設置にあたっては、見やすさ、通行の安全性に配慮するとともに、できるだけ公共施設

内に設置し、管理コストの削減を図るようにします。 
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④サインの設置高さと大きさ 

■設置高さと大きさ 

・車いす使用者や立位の利用者の双方が見やすい設置高さや大きさとします。 

・遠くから見るサインについては、移動しながら視認すること及び前方にいる通行者に

視線を遮られることを踏まえて、サインの設置高さを設定します。 

・歩道上又は歩行スペース等に設置する際は、歩行者の支障とならないように、サイン

の表示板の下端高さを確保します。 

・必要最小限の規格、形状とし、公共空間の使用を最小限にとどめ、合わせて周囲の景

観との調和を図ります。 

・近くから見るサインの掲出高さは、立位の利用者と車いす使用者が共通に見やすい範

囲に掲出することとし、掲出高さは、床面からサイン表示面の中心までの距離を、双

方の視点の中間である 135cm 程度とします。 

・水平方向の視方角の限界を考慮して、視方角が 45°以下にならないように水平方向

の長さに配慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ひと目でわかるシンボルサイン 標準案内図記号ガイドブック（公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団） 

近くから見るサインの掲出高さ 水平方向の視方角の限界 
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3-3 表示基準 

（１）共通基準 

利用者の利便性を考慮し、シンプルでかつ統一的な表示内容で、誤解を生じない誘導、わかり

やすい案内ができることが一番重要です。 

 

①煩雑にならない 

案内サインの表示内容は、利用者が読み取りやすい情報量に抑えるなど、煩雑にならない

配慮が必要です。公共サインとして掲載する施設は、公共空間に設置するサインにふさわし

く、不特定多数が利用する公共性の高い施設が望ましく、一般利用の少ない公共施設の掲載

はしない方がよい場合もあります。 

また、外国人観光客が訪問する主要施設は多言語表示とし、その他施設については日本語

と英語表示とします。すべての施設の多言語表示化は煩雑となり、わかりづらくなります。 

 

②必要な情報等を適切に選択 

必要な情報を適切に選択し、表示方法や内容に一貫性をもたせることが重要です。 

視力障害者や高齢者で視力が弱い方にとっては、表示面がシンプルであればあるほど見や

すくなるため、利用者が目的地方面へ移動するために必要な情報を基本に、簡潔でわかりや

すい表示となるようにします。 

また、来訪者の利便性を優先させて、官民問わず、来訪者の多い施設の情報の表示を重視

するとともに、おもてなしによる案内をすることも重要です。伊賀市に訪れたことにより満

足感を得られるようなおもてなしや心遣いが感じられるキャッチフレーズの表示等を、地域

のボランティア組織やまちづくり団体等と協働して作成することが望ましいです。 

 

（２）案内サイン 

案内サインの表示は、設置場所に応じて、「総合案内サイン」、「周辺案内サイン」、「広域案内サ

イン」「誘導サイン」の４つに大別できます。それぞれ表示内容は異なりますが、基本的には、「地

図を用いた道路案内標識ガイドブック」（国土交通省）に準拠することとします。 

案内サインの表示内容の方針として、「一般的情報」「バリアフリー施設、経路に関わる情報」

に分けて以下に記します。 

 

①一般的情報（盤面の表示） 

・地図標識には、必要に応じて、道路、歩道、立体横断施設並びに歩行経路の目標となる

信号機、交差点名、番地の情報等を記載します。 

・道路と敷地、建物等との間には、色覚障害者のために境界線を入れるなどの配慮を行い

ます。 

・地図標識に記載する施設は、国土地理院の地形図の基準をもとに、見やすさを考慮して

選択します。 

・現在地を表示します。 
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②バリアフリー施設、経路に関わる情報 

・エレベーター、エスカレーター等の移動円滑化施設、バリアフリー経路を必要に応じて

表示します。 

・バリアフリー経路を入れる場合、朱赤系の点線で表示します。 

・バリアフリー経路は、以下の経路とすることが望ましいです。多様な障害を持った人々

が概ね移動できるルートのうち、現在地から 

１．相当数の人が訪れる主要施設へのルート 

２．高齢者や障害者が比較的多く利用する施設へのルートとします。 

・エレベーター、傾斜路等の移動円滑化されたバリアフリー施設が設置されている箇所全

てにピクトグラムを表示することが望ましいです。 

・現在地を表示します。 

 

（３）表示内容基準 

案内サインの地図上に記載する施設等の掲載基準を以下に示します。案内や誘導に必要な施設

等の情報は、「図形表現（地図上に施設の形状を図形で示す）」、「ピクトグラムまたはマーク」、

「施設等の名称」を用いて表示することとします。 

 

■情報掲載の考え方 

 

案内図の 

種  類 
利用対象と目的 情報掲載の考え方 

総 合 案 内 

サ  イ  ン 

市街地全体の構造を把握 

現在地と目的地の位置関係を把握 

行動目的の対象となる施設を探す 

優先度の高い誘導施設を表示 

行動拠点からの位置関係が分かる範囲を表示 

ピクトグラムについては、施設機能が行動目的と

なるものを表示する 

周 辺 案 内 

サ  イ  ン 

現在地周辺の詳細な地域情報を把握 

周辺の施設概要の把握 

市街地案内図よりも詳細な地域情報を掲載する 

誘導施設については、施設概要を表示するピクト

グラムを表示できる 

誘導施設以外に、移動に関する情報(バス停や案内

サインの位置）を表示する 

広 域 案 内 

サ  イ  ン 

伊賀市全域の概要把握 

伊賀市全域の中での現在地把握 

市内他拠点への移動手段情報の把握 

優先度の高い著名地点を表示 

鉄道および主要道路の表示により、市域と隣接市

町村（周辺地域）との位置関係を表示する 

誘   導 

サ  イ  ン 
目的事物への方向表示 目的事物名、矢印、距離を表示する 
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■総合案内サインの情報掲載基準 

施設などの分類 掲載基準 

掲載表現 

図形表現
ピクトグラ

ム・マーク 
名称表示 

地勢名等 

河川 主要なもの ○  ○ 

山・丘陵 
標高100m以上もしくは観光要素があ

るもの 
○  ○ 

地名 

市町    ○ 

町丁目    ○ 

地区名 
主要な商店街（商店街名については関係

者と要協議） 
  ○ 

交通機関 

道路 国道、その他主要な市道 ○ ○国道のみ 
主要道路の

み 

主要交差点、イ

ンターチェンジ
地域で特に重要と考えられる交差点等 

○交差点

は信号マ

ーク表示

 
○重要なも

ののみ 

橋梁 主要河川に架かるもの ○   

鉄道路線 原則としてすべて ○  ○ 

鉄道駅 原則としてすべて ○ ○ ○ 

至る表示 
次の駅、もしくは代表的な駅名によって

表示 
  ○ 

駐車場 公営駐車場 △ ○  

その他 バスターミナル、タクシー乗り場  ○ ○ 

公共施設 

公園緑地 
近隣公園以上街区公園は地図縮尺により

色彩表現 
○ 

○近隣公園以

上 

○近隣公園

以上 

国・県の施設 

広く一般に利用されるもの（警察、裁判

所など）、目印となるようなもの（教育

施設など）、観光要素が強いものなど 

○  ○ 

市の施設 

広く一般に利用されるもの（保育園や公

民館は対象外）、目印となるようなもの

（教育施設など）、観光要素が強いもの

など 

○  ○ 

公益施設 

郵便局 全て表示する  ○ 主要なもの 

銀行 支店以上の店舗  ○  

民間医療施設 緊急告示病院 △ ○ ○ 

民間教育施設 
小中学校、高等学校、大学、保育園・幼

稚園等 
△  ○ 

民間施設 

文化・スポーツ

施設 
広く一般に利用される主要なもの △  ○ 

福祉施設 広く一般に利用される主要なもの △  ○ 

宿泊施設 客室数50以上のもののみピクト表示 △ ○  

寺社仏閣 

市指定以上の文化財をもつもの、地域の

祭等の拠点となるもの、観光協会の案内

マップに掲載されているもの 

  ○ 

その他 

観光施設については、観光協会と連携す

るうえでも観光マップ及びＷＥＢに掲載

された施設を基準とする 

△  ○ 

移動 

円滑化 

の施設 

バリアフリー経

路 
特定経路・準特定経路は全て表示する ○   

公衆トイレ 
全て表示する（オストメイト対応は全て

表示） 
 ○  

観光案内所 全て表示する  ○  

○印は原則表記するもの 

△印は検討して表記するもの 

図形表現 

ピクトグラム

名称表示 



13 

 

■周辺案内サインの情報掲載基準 

施設などの分類 掲載基準 

掲載表現 

図形表現
ピクトグラ

ム・マーク 
名称表示 

地勢名等 

河川 主要なもの ○  ○ 

山・丘陵 
標高100m以上もしくは観光要素があ

るもの 
○  ○ 

地名 

市町    ○ 

町丁目    ○ 

地区名 
主要な商店街（商店街名については関係

者と要協議） 
  ○ 

交通機関 

道路 国道、その他主要な市道 ○ ○国道のみ 
主要道路の

み 

主要交差点、イ

ンターチェンジ
地域で特に重要と考えられる交差点等 

○交差点

は信号マ

ーク表示

 
○重要なも

ののみ 

橋梁 主要河川に架かるもの ○   

鉄道路線 原則としてすべて ○  ○ 

鉄道駅 原則としてすべて ○ ○ ○ 

至る表示 
次の駅、もしくは代表的な駅名によって

表示 
  ○ 

駐車場 公営駐車場 △ ○  

その他 バス停（コミュニティバス しらさぎ）  ○  

 バスターミナル、タクシー乗り場  ○ ○ 

公共施設 

公園緑地 
近隣公園以上街区公園は地図縮尺により

色彩表現 
○ 

○近隣公園以

上 

○近隣公園

以上 

広域避難所 全ての避難所を表示 ○ ○ ○ 

国・県の施設 

広く一般に利用されるもの（警察、裁判

所など）、目印となるようなもの（教育

施設など）、観光要素が強いものなど 

○ ○ ○ 

市の施設 

広く一般に利用されるもの（保育園や公

民館は対象外）、目印となるようなもの

（教育施設など）、観光要素が強いもの

など 

○ ○ ○ 

公益施設 

郵便局 全て表示する  ○ 主要なもの 

銀行 支店以上の店舗  ○  

民間医療施設 緊急告示病院 △ ○ ○ 

民間教育施設 
小中学校、高等学校、大学、保育園・幼

稚園等 
△ ○ ○ 

民間施設 

文化・スポーツ

施設 
広く一般に利用される主要なもの △ 

△標準案内用

図記号等で対

応可能なもの 

○ 

福祉施設 広く一般に利用される主要なもの △  ○ 

宿泊施設 客室数50以上のもののみピクト表示 △ ○  

寺社仏閣 

市指定以上の文化財をもつもの、地域の

祭等の拠点となるもの、観光協会の案内

マップに掲載されているもの 

 ○ ○ 

その他 

観光施設については、観光協会と連携す

るうえでも観光マップ及びＷＥＢに掲載

された施設を基準とする 

△ 

△標準案内用

図記号等で対

応可能なもの 

○ 

移動 

円滑化 

の施設 

案内誘導サイン 案内サインについては全て表示する  ○  

バリアフリー経

路 
特定経路・準特定経路は全て表示する ○   

公衆トイレ 
全て表示する（オストメイト対応は全て

表示） 
 ○  

観光案内所 全て表示する  ○  



14 

 

■広域案内サインの情報掲載基準 

施設などの分類 全市域を含む広域案内図 
掲載表現 

ピクトグラム 名称表示 

地勢名等 

河川 主要なもの  ○ 

山・丘陵・峠 
観光要素のあるもの（観光戦略課と適宜

調整） 
 ○ 

地名 

市町 近隣市町村名  ○ 

町丁目 表示しない   

地区名 旧町名  ○ 

交通機関 

道路 国道 △標識マーク ○ 

主要交差点、イン

ターチェンジ 
原則としてすべて ○ ○ 

橋梁 原則として表示しない   

鉄道路線 原則としてすべて  ○ 

鉄道駅 原則としてすべて ○ ○ 

至る表示 
次の駅、もしくは代表的な駅名によって

表示 
 ○ 

公共施設 

公園緑地 
広く一般に利用される総合公園、運動公

園など 
 ○ 

国・県の施設 
広く一般に利用され著名なもの、観光要

素の強いもの 
 ○ 

市の施設 
広く一般に利用され著名なもの、観光要

素の強いもの 
 ○ 

公共的施設 

公益施設 原則として表示しない   

民間医療施設 原則として表示しない   

民間教育施設 原則として表示しない   

民間施設 

文化・スポーツ施

設 

広く一般に利用され著名なもの、観光要

素の強いもの（担当課と適宜調整） 
 ○ 

大規模商業施設 原則として表示しない   

宿泊施設 原則として表示しない   

金融機関 原則として表示しない   

寺社仏閣 
広く一般に利用され著名なもの、観光要

素の強いもの 
 ○ 

その他 
広く一般に利用され著名な観光施設や地

区 
 ○ 
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■誘導サインの情報掲載基準 

 

 

 

 

施設などの分類 掲載基準 

掲載表現 

図形表現
ピクトグラ

ム・マーク 
名称表示 

交通機関 
鉄道駅 原則としてすべて ○ ○ ○ 

その他 バスターミナル、タクシー乗り場  ○ ○ 

公共施設 

公園緑地 
近隣公園以上街区公園は地図縮尺により

色彩表現 
○ 

○近隣公園以

上 

○近隣公園

以上 

広域避難所 全ての避難所を表示 ○ ○ ○ 

国・県の施設 

広く一般に利用されるもの（警察、郵便

局、裁判所など）、観光要素が強いもの

など 

○ ○ ○ 

市の施設 

広く一般に利用されるもの（保育園や公

民館は対象外）、観光要素が強いものな

ど 

○ ○ ○ 

民間施設 

文化・スポーツ

施設 
広く一般に利用される主要なもの △ 

△標準案内用

図記号等で対

応可能なもの 

○ 

福祉施設 広く一般に利用される主要なもの △  ○ 

宿泊施設 客室数50以上のもののみピクト表示 △ ○  

寺社仏閣 

市指定以上の文化財をもつもの、地域の

祭等の拠点となるもの、観光協会の案内

マップに掲載されているもの 

 ○ ○ 

その他 

観光施設については、観光協会と連携す

るうえでも観光マップ及びＷＥＢに掲載

された施設を基準とする 

△ 

△標準案内用

図記号等で対

応可能なもの 

○ 

移動 

円滑化 

の施設 

公衆トイレ 
全て表示する（オストメイト対応は全て

表示） 
 ○  

観光案内所 全て表示する  ○  
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（４）文字デザイン 

①言語と書体 

・和文字については、視認性と可読性に優れ、文字組みが容易で変更等の対応に向く角ゴ

シック体を標準的な書体とします。 

・英文字については、和文字の角ゴシック体にも合う、スタンダードな書体として飾りな

いサンセリフ系書体を使用します。 

・その他の言語を使用する場合は、国内で一般的に使用されている書体を使用します。 

・文字の判読性や視認性、表示面の情報量等に配慮し、文字の変形等を行うことを可能と

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン（国土交通省） 

 

（５）文字の大きさ 

①文字の大きさと視距離 

・遠くから視認する文字の大きさは、「公共交通機関の旅客施設に関する移動円滑化整備ガ

イドライン」をもとに、日本語の見やすさ、ひらがなと英語を組み合わせたときのバラ

ンスを考慮して、視認距離との関係から求めます。 

 

 

 

 

 

視認距離 和文字 英文字 

1m～2ｍ 9ｍｍ以上 7ｍｍ以上 

公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン（国土交通省）

による 
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（６）ピクトグラム 

言語によらず、幅広い年齢層や外国人にも直感的に施設や機能の意味を伝えることができる有

効な記号として、ピクトグラム（案内用図記号）を積極的に活用します。 

 

①ピクトグラム 

・言語によらず、一見してその表示内容を理解できることや、母国語の表記がない外国人

などにも優れた情報提供の為の有効な手段として、絵文字による表現のピクトグラムを

活用します。 

・原則としてピクトグラムはＪＩＳ案内記号（JISZ8210）の使用を基本とします。 

また、同規格以外の公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団の標準案内記号も使

用します。 

・地図記号又は JIS 規格に定められていないピクトグラムが必要な場合は、ＪＩＳ規格に

表記されていない施設のピクトグラムは必要に応じて開発することが許されているため、

伊賀市らしい公共サインの整備を図るため、必要に応じて施設の内容を端的に表現し、

ＪＩＳのイメージを尊重したオリジナルピクトグラムを新規に検討します。 

 

②矢印 

・視認性が高く、シンプルでわかりやすいデザインとし、JIS 規格化された「標

準案内用図記号の指示」を応用したものの使用を基本とします。 

 

③方位 

・地図の位置関係を把握するため、地図面には方位記号を表示します。 

・地図の方位については目的や範囲を踏まえた表示を行います。 

 

④スケール 

・市全域及び広域、周辺案内地図については、移動距離の目安となるためスケールを表示

します。 

 

⑤現在地 

・利用者の位置を確認できるように、地図面に現在地を表示します。 
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出典：公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 ＨＰ 
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（７）色彩 

①色彩の考え方 

・誰もが見やすく、わかりやすい判読しやすい色彩を用います。 

・視力が低下した高齢者、色覚異常のある人など、ユニバーサルデザインに配慮した色彩

配色となるように工夫します。 

・判読性を確保するために必要な明度差を確保します。 

・地図表現については原則として、自然な見え方となるような色彩とします。 

・デザインの本体やベースとなる色彩については、設置場所の景観や地域特性に応じて、

周囲の景観との調和に配慮した色彩を使用します。 

・伊賀市ユニバーサルデザイン庁内推進委員会が作成した『ユニバーサルデザインの取り

組み（情報発信編）』に示された配色等の考え方に配慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『ユニバーサルデザインの取り組み（情報発信編）』（伊賀市ユニバーサルデザイン庁内推進委員会） 
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（８）表記方法 

①言語表記 

・サインの表記は日本語、英語の 2 言語を基本とします。 

・地域性に応じて、上記以外の併記を可能とします。 

・2 言語以上を表記する場合は、言語表示による表示面が煩雑になるのを避け、必要な情

報の伝達や判読性の確保に留意します。 

 

■日本語の表記 

・漢字は常用漢字を使用し、国文法、現代仮名づかいによる表記を原則とします。ただ

し、地名など固有の名称等についてはこの限りではありません。 

・表示内容は簡潔なものとするため、施設名称など必要に応じて簡略化できるものとし

ます。 

・数字や紀年の表記等は、統一した表記とします。 

・正式名称よりも地域に定着している名称等（通称、愛称）がある場合は、その名称を

使用できるものとします。 

 

■外国語（英語）の表記 

・案内サインや誘導サインについては、原則として英文（ローマ字）併記を行います。 

・ローマ字表記は、ヘボン式を基本とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



22 

 

【ローマ字の表記方法（ヘボン式）】 

日本語音           ヘボン式ローマ字つづり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 
１． 
はねる音「ン」はｎで表す。 
 
２． 
はねる音を表すｎと次に来る母
音字またはｙと切り離す必要が
ある場合はｎの次にハイフン
「­」をいれる。 
 
３． 
つまる音は次にくる最初の子音
字を重ねて表すが、ただし次にｃ
ｈが続く場合にはｃを重ねずｔ
を用いる。 
 
４． 
特殊音の書き表し方は自由とす
る。 
 
５． 
文字の書き始めおよび固有名詞
は語頭を大文字で書く。なお、固
有名詞以外の名詞の語頭を大文
字で書いても良い。 
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第４章 公共サイン整備ガイドライン【配慮方針編】 

公共が整備するサインで配慮して頂きたい基準です。ユニバーサルデザインや景観、デジタルデ

ータ、維持管理等について整理しました。 

 

4-1 ユニバーサルデザインへの配慮方針 

高齢者、車いす使用者、歩行困難者、外国人来訪者、視覚障がい者等をはじめとした多様な利

用者の多彩なニーズに応え、すべての利用者が適切な誘導案内設備により、わかりやすい空間、

まちづくりに結びつくような整備が重要です。このための配慮として、利用者の特性を十分理解

したうえで、情報提供をします。 

 

（１）考え方 

一般に、視力の低下は 40～50 歳ぐらいからはじまり、60 歳を超えると急激に低下する、車

いす使用者の視点は一般歩行者よりおよそ 40cm ほど低い、聴覚障害者は耳から聞く情報は得ら

れないことが多いなど、さまざまな利用者が情報コミュニケーション制約を抱えています。 

移動等円滑化をめざす視覚表示設備の整備においては、設備本来の機能を十分に発揮できるよ

うにすることが必要であると同時に、さまざまな情報コミュニケーション制約を抱える利用者も、

共通の設備から情報を得られるように工夫する考え方が必要です。 

サインはコミュニケーション・メディアの一種なので、情報・様式・空間上の位置という三つ

の属性を持っています。視覚表示設備は、見やすさとわかりやすさを確保するために、情報内容、

表現様式（表示方法とデザイン）、掲出位置（掲出高さや平面上の位置など）の三要素を考慮する

ことが不可欠です。 

 

（２）表示方法  

・書体は、視認性の優れた角ゴシック体とすることが望ましいです。 

・文字の大きさは、視力の低下した高齢者等に配慮して視距離に応じた大きさを選択します。 

・弱視者に配慮して、大きな文字を用いたサインを視点の高さに掲出することが望ましいで

す。 

・安全色に関する色彩にも留意します。出口に関する表示は、JIS 規格により黄色とします。 

・高齢者に多い白内障に配慮して、青と黒、黄と白の色彩組み合わせは用いないこととしま

す。 

・サインの図色と地色の明度差、彩度差を大きくすること等により容易に識別できるものと

します。 

・色覚障害者に配慮し、見分けやすい色の組み合わせを用いて、表示要素毎の明度差・彩度

差を確保した表示とします。 

 

●留意すべき色の選択例： 

・濃い赤を用いず朱色やオレンジに近い赤を用います。赤を用いる場合は、他の色との境

目に細い白線を入れると表示が目立ちやすくなります（赤が目に飛び込んでこなくなり

ます）。 
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●見分けにくい色の組み合わせ例（色分けされた資料では情報が分からない）： 

・「赤と黒」、「赤と緑」、「茶色と緑」、「黄緑と黄色」、「紫と青」、「赤と茶色」、「水色とピン

ク」の見分けが困難です。 

・明度や彩度の差には敏感であり、同系色の明暗の識別に支障は少ないです。また、路線、

車両種別等を色により表示する場合には、文字を併記する等、色だけに頼らない表示方

法にも配慮します。 

・サインは、必要な輝度が得られる器具とすることが望ましいです。さらに、近くから視

認するサインは、まぶしさを感じにくい器具とすることが望ましいです。 

・ピクトグラムは、JIS Z8210 に示された図記号を用います。また、その他、一般案内

用図記号検討委員会が策定した標準案内用図記号を活用します。 

・外光、照明の逆光や光の反射により、見にくくならないよう配慮することが望ましいで

す。また、サインの背景に照明や看板等が位置すること等により、見にくくならないよ

うに配慮することが望ましいです。 

 

4-2 種類別サインの配慮方針 

（１）案内サイン 

①表示する情報内容 

・案内図に表示する情報内容は、移動等円滑化のための主要な設備のほか必要なものとし

ます。 

・案内図には移動等円滑化された経路を明示します。 

・ネットワーク運行や運航のある交通機関においては、改札口等に路線網図を表示するこ

とが望ましいです。 

 

②表示面と器具のデザイン 

・案内サイン類はシンプルなデザインとし、サイン種類ごとに統一的なデザインとするこ

とが望ましいです。 

・案内図や、表示範囲が徒歩圏程度の周辺案内図の向きは、掲出する空間上の左右方向と、

図上の左右方向を合わせて表示することが望ましいです。 

 

③表示面の向きと掲出高さ 

・案内図、周辺案内図の掲出高さは、歩行者および車いす使用者が共通して見やすい高さ

とします。 

・案内サインの掲出にあたっては、照明の映り込みがないように配慮します。 

 また、外光、照明の配置により見にくくならないよう配慮します。 

・案内サイン類の表示面は、利用者の円滑な移動を妨げないよう配慮しつつ、動線と対面

する向きに掲出することが望ましいです。 

・空間上の制約から動線と平行な向きに掲出する場合は、延長方向から視認できる箇所に、

その位置に案内サイン類があることを示す位置サインを掲出することが望ましいです。 
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④配置位置と配置間隔 

・案内図は、出入口付近からそれぞれ視認できる、利用者の円滑な移動を妨げない位置に

配置します。 

 

（２）誘導サイン・位置サイン 

①表示する情報内容 

・誘導サイン類に表示する情報内容が多い場合、経路を構成する主要な空間部位と、移動

等円滑化のための主要な設備を優先的に表示します。 

・位置サイン類に表示する情報内容は、移動等円滑化のための主要な設備のほか必要なも

のとします。 

・位置サイン類に表示する情報内容が多い場合、前述の設備のほか、経路を構成する主要

な空間部位を優先的に表示します。 

・移動距離が長い場合、目的地までの距離を併記することが望ましいです。 

 

②表示面と器具のデザイン 

・誘導サイン類および位置サイン類はシンプルなデザインとし、サイン種類ごとに統一的

なデザインとすることが望ましいです。 

 

③表示面の向きと掲出高さ 

・誘導サイン類および位置サイン類の表示面は、動線と対面する向きに掲出します。 

・誘導サイン類および位置サイン類の掲出高さは、視認位置からの見上げ角度が小さく、

かつ視点の低い車いす使用者でも混雑時に前方の歩行者に遮られにくい高さとします。 

・誘導サイン類および位置サイン類の掲出にあたっては、照明の映り込みがないように配

慮します。また、外光、照明の配置により見にくくならないよう配慮します。 

・動線と対面する向きのサイン２台を間近に掲出する場合、手前のサインで奥のサインを

遮らないように、２台を十分離して設置することが望ましいです。 

 

④配置位置と配置間隔 

・経路を明示する主要な誘導サインは、出入口と乗降場間の随所に掲出するサインシステ

ム全体のなかで、必要な情報が連続的に得られるように配置します。 

・個別の誘導サインは、出入口と乗降場間の動線の分岐点、階段の上り口、階段の下り口

および動線の曲がり角に配置します。 

・個別の位置サインは、位置を告知しようとする施設の間近に配置します。 

・長い通路等では、動線に分岐がない場合であっても、誘導サインは繰り返し配置するこ

とが望ましいです。 
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4-3 景観への配慮方針 

■施設デザインと配置 

・周辺のまちなみや景観を阻害しないデザイン。 

・設置する周辺の雰囲気や、まちなみ景観になじむ色を基調カラーとするなど、統一感の

あるサイン整備。 

・地域特性はできるかぎりサインに表示する情報内容で表現することとし、不要な造形や

過度な装飾は避ける。 

 

■サインの集約化 

・設置スペースの合理化や景観への配慮の観点から、誘導サインと案内サインが至近距離

に設置される場合など、サイン施設を集約。 

・個別の施設管理者が独自に誘導サインを設置している場合の統合など。 

 

■周辺事業者への協力依頼 

・サイン表示対象外となる民間施設等の場合は、それぞれのサイン設置主体で連携して、

サイン施設の集約を要請。 

・サインの見え方を阻害するようなデザインや大きさの広告物等が設置されないよう、配

慮を要請。 

 

4-4 デジタルデータ等の活用に関する配慮方針 

公共サインは、移動途中の現在地や目的地の方向・距離を示す位置案内情報、円滑な移動に必

要な経路や地点等の情報をはじめ、周辺の観光施設情報などを現地で提供する重要な情報発信ツ

ールです。 

そこで、様々な情報メディアやツールと連携し、役割を分担します。これらは、提供できる観

光、案内情報の種類など、掲載内容等の長所・短所もあることから、これらを把握し、適材適所

で使い分けて相互に補完しあいます。 

メディア相互の補完を行ううえで、各メディアやツールの提供者が連携して、観光情報の受け

渡しを補うこと、表記方法や表示デザインの整合を図ることが重要です。その際には、観光客な

ど、情報メディアやツールの利用者の視点に立って、地域ごとに観光情報の提供方法を総合的に

考える必要があります。 

例えばＱＲコードを活用した情報提供などでは、スマートフォン等により容易に情報が引き出

すことが可能で、また情報の更新等も行いやすいことから今後さらなる活用が期待されます。 

なお、ここでいう情報メディアやツールとは、案内板のほかに、地図やパンフレット等の紙媒

体、パソコンや携帯電話、スマートフォンや、タブレット端末等のＩＴ機器、観光案内所や観光

ガイド等の人的対応などをいいます。 

 

 

 

 他市の事例 
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4-5 維持管理に関する配慮方針 

 

（１）維持管理方法 

サイン整備は、事業ごとに設置者が異なるために、情報の一貫性や形状・仕様の統一性が得ら

れないまま整備されたり、設置者と施設管理者間で十分な協議がなされなかったりすることがあ

ります。その結果として、サインの情報更新やメンテナンスがなされず、利用者の混乱を招いた

り、景観を損ねたりすることになってしまいます。 

そこで、サイン整備の計画段階から関係者で協議し、維持管理方針を定め、整備後の維持管理

方法、役割などを明確にしておくようにします。複数の実施主体がかかわる場合は、この作業が

特に重要になります。 

また、公共サインを適切に維持管理していく上では、台帳整備が重要です。 

 

（２）サイン機能に留意した維持・管理 

サインは主に屋外に設置されるため、年月の経過により汚損し、老朽化します。貼り紙や傷、

落書き等への対応の配慮も必要です。街の美観を損ねないように、定期的に清掃、修繕を行い、

常に美しい状態に保つことが必要です。サイン本体に管理番号、管理者名、電話番号、設置年月

日を記入しておくと、効率よくメンテナンスを行うことができます。 

 

（３）本体のメンテナンス 

清掃・保守点検について年 1 回程度実施し、必要に応じ、定期点検表に記録し保管します。 

 

（清掃） 

・汚れやほこりを清掃します。 

・違法な貼り紙や落書きを取り除き、表面を清掃します。 

・音声・触知案内サインの触知図部分は、利用者が直接手に触れて使用するものなので、で

きるだけ頻繁に掃除することが重要です。 

 

（保守点検） 

・ガタツキ、ボルトの締付け状況を確認、修繕します。 

・破損状況、傷等の状況を確認、修繕します。 

・塗装の状態、傷等による塗装の一部のはがれなどは、部分的な塗装補修をします。 

・サイン本体内部に音声案内装置がある場合は、機械動作の点検を行います。 
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（４）情報のメンテナンス 

必要に応じ表示内容を見直し、部分的な修正または表示面の取り替えを行います。 

 

①部分的なメンテナンス（短期） 

Ａ）管理者は案内板の地図情報について、新たにできた施設、変更となった施設、道路等

変更や追加の必要な情報を拾い出し、校正を行います。 

Ｂ）表示制作業者に、修正するサインと変更する表示内容を指示します。 

（部分的な変更には、修正用シートを利用することが一般的です。変更内容をシート

に印刷し、貼り付けで対応できます。） 

 

②全面的なメンテナンス（長期） 

表示面の退色が目立ったり、修正済みの箇所が多かったりする上に、新たに情報を変更す

る必要のあるものなど、利用しにくいと考えられる場合は、表示面全体を取り替える必要が

あります。 

Ａ）調査内容に基づく表示面の破損状況や情報変更点の量等を照らし合わせます。 

Ｂ）表示製作業者に、表示パネル交換を行うサインと、その表示内容を指示します。 

Ｃ）新たな表示パネルを製作し、既存パネルを交換します。 

 


